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Figure 1 波佐見町・三越浦・伊万里津・岡垣浜位置図
２　「くらわんか手」の生産




ような流れを経て、17 世紀末～ 18 世紀初頭に波佐見
では国内向けの安価な日用食器、いわゆる「くらわん






































献の記録等を加味し 1680 年代～ 1690 年代と想定し











































100m ほど、百貫西窯が約 36 ｍ、長田山窯が最大 50
















る (中野 2004a p.64)。




















































Figure 3 波佐見「くらわんか手」製品 (S=1/4)
  1 ～ 3：高尾窯 (中尾中野　1996)、　4～ 6：百貫西窯 (宮崎・村川　1993)、7 ～ 9：長田山窯 (中野 1997)
  10・15：永尾本登窯 (宮崎・村川 1993)、11・13・14：三股新登窯 (宮崎・村川 1993)






窯の巨大化が図られ、18 世紀末には全長が 100m を
越える巨大窯が普遍的に存在していたと考えられ
る ( 中野 2004a p.63)。また、安政３年 (1856) 頃の
記録をまとめた『郷村記』( 藤野編 1982) 及び調査
成果の検討 ( 宮崎・村川 1993 など）によって、窯
室数 39 室・全長約 170m に及ぶ世界最大規模の大



















たとまとめられるであろう (中野 2004a p.64）。
３　「くらわんか手」の流通と消費
　前章で、波佐見における「くらわんか手」の成立と

























































































資料は、1970 年代末から今日まで約 30 年にわたり岡
垣町在住の添田征止氏によって採集されてきたもので
あり、様々な時代・産地の陶磁器が多数含まれてい
る (5)。この貴重な資料に早くから注目し (野上 1998 
pp.1-26)、資料の紹介と分析をされてきた野上建紀氏
によれば、岡垣浜漂着の近世肥前陶磁器については、










































　18 世紀中葉以降、とくに 18 世紀中葉～後半代、地
方商人の台頭による新たな商品物流システムや流通網
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中野雄二 2004a「18 世紀中葉～ 19 世紀中葉の波佐見窯業
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